
 

 

        

 

    

先日、新居浜市教育委員会の学校教育課、守谷憲二次長からお伺いしたお話を、紹介させていただ

きます。 

昔、ある男が閻魔大王に会いに行き、天国と地獄というのは、どういう世界なのかを尋ねました。すると、

閻魔大王は、男に、天国のようすと地獄のようすをそれぞれ見せてくれました。 

最初に、地獄では、ちょうど昼食の時間でした。食卓の両側には、罪人たちが、ずらりとならんでいま

す。「地獄のことだから、きっと粗末な食事に違いない」と思ってテーブルの上を見ると、なんと、豪華な料

理が山盛りにならんでいます。それなのに、罪人たちは、皆、ガリガリにやせこけています。「おかしいぞ」

と思って、よく見ると、彼らの手には非常に長い箸が握られていました。三尺三寸(恐らく１メートル以上)も

ある長い箸でした。罪人たちは、その長い箸を必死に動かして、ご馳走を自分の口へ入れようとしますが、

とても入りません。イライラして、怒りだす者もいます。それどころか、隣の人が箸でつまんだ料理を奪おう

として、醜い争いが始まったのです。 

次に、天国のようすを見ると、夕食の時間らしく、天国に往生した人たちが、食卓に仲良く座っていまし

た。もちろん、料理は山海の珍味です。「天国の人は、さすがに皆、ふくよかで、肌もつややかだな」と思

いながら、ふと箸に目をやると、それは地獄と同じ長さでした。 

「いったい、地獄と天国は、どこが違うのだろうか？」と疑問に思いながら、夕食が始まるのをじっと見て

いると、その謎が解けました。天国の住人は、長い箸でご馳走をはさむと、「どうぞ」と言って、自分の向こう

側の人に食べさせ始めたのです。にっこりほほ笑む相手は、「ありがとうございました。今度は、お返ししま

すよ。あなたは、何がお好きですか」と、お互いに仲良く他の人と料理を分けあっているのです。男は、「な

るほど、天国へ行っている人は心掛けが違うわい」と 

言って感心したという話です。 

同じ食事を前にしながら、一方は、俺が俺がと先を争い傷 

つけあっています。もう一方は、相手を思いやり、相手から思 

いやられ、感謝しながら、互いに食事を楽しんでいます。どち 

らが幸せかということは明らかなことです。自分さえよければ 

では、幸せになれません。一人ぼっちになってしまいます。 

幸せの花は、相手（他）と自分との間に咲くからです。 
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６月１５日時点の予約状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ゆめじゅく編集会 

８日（火）１３時 30 分～ 

★人権のつどい日 

１１日（金）１９時３０分～ 

２１時 

★回転木馬（瀬戸児童館） 

９日（水）１０時００分～ 

 

★人権・同和教育関係行事 

 ２２日高等学校等新規・転任教職員研修会 （瀬戸会館） 

 

瀬戸会館では、人権、健康、福祉、生活等の各種

相談を行っています。お気軽にご相談ください。 


